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JohanssoneZα/・（1968）は蛆虫感染の子供に血清

IgG，ＩｇＤ，ＩｇＥ値が高いことを認め，寄生虫感染と免

疫グロブリンとの関連を示唆して以来，内外多数の研究

者により線虫類，吸虫類，条虫類感染のそれぞれについ

て検討がなされ，いずれもＩｇＥ値が増加することが明

らかにされている．１９Ｇ値もまた虫種の違いはあるが，

一般に増加の傾向が認められ，治療後は低値に復帰する

ことなども知られている（中里，1974)．

ひるがえって広節裂頭条虫感染者についての報告は極

めて少<，最近石田ら（1976）および近藤ら（1976）の

報告にとどまっている．即ち，本条虫感染症において

も，ＩｇＥ値が非感染者に比して高い値を示すことが知ら

れた．著者らは，1974年以来過去２年間に経験した当

教室および関連病院で駆虫された感染者のうち，２１名

の血清について，血清IgE，ＩｇＧ，ＩｇＡ，１９Ｍ値の測

定を行うと共に，広節裂頭条虫の全虫体抽出抗原を用い

Ouchterlony法と免疫電気泳動法による沈降反応を行っ

た．ここに，得られた成績の概要を報告する．

で虫卵陰転を確認し，完全に駆虫された者である．採血

は駆虫直前か駆虫後数日以内に行い，血清は分離後当教

室で凍結保存した．

免疫血清学的検索は，まず血清中の免疫グロブリン

値の測定を行ったが，ＩｇＧ，ＩｇＡ，ＩｇＭ，値については

Hoechst社のBehringlnstitutで調製されたimmuno‐

plateを用い，ＩｇＥ値についてはPharmacia社製の

radioimmunoassaykitを用いた．ＩｇＥ値の測定値に

関しては，それぞれの測定値から平均値を求める必要

上，測定値が低値か高値である場合は，再度血清の稀釈

濃度を変え，測定したものである．

次いで，広節裂頭条虫の全虫体の0.1％食塩水抽出凍

結乾燥粉末を抗原とし，これに対する広節裂頭条虫感染

者血清中の沈降抗体の存在を，沈降反応により検討し

た．沈降反応はOuchterlony法，免疫電気泳動法によ

る出現沈降線の検討で行った．使用抗原の作製および免

疫家兎血清は辻（1974）の作製法に従い，ゲル内に出現

した沈降線はAmido-blacklOBで染色して判定した．

なお使用寒天はAgarose37A（半井化学ＫＫ調製）

で，ベロナール緩衝液（ｐＨ8.3）に０．９％溶解させ，ゲ

ル化したものを支持体とした．

材料と方法

血清学的検討を行った本虫の寄生者は，既報（吉村

ら，1975）の者のうち，駆虫時に採血できた21名（男１５

名，女６名，居住地別では石川県12名，富山県８名，福

井県１名）である.駆虫はニクロスアミド,パロモマイシ

ンおよびピチオノールにより行った．これらの症例は，

駆虫剤服用当日，または翌日内に排虫を確認したもので，

駆虫後１カ月より３カ月までの虫卵検査による追跡検査

実験成績

Ｌ感染者の免疫グロブリンの測定値

広節裂頭条虫感染者から得た21例の血清について，免

疫グロブリン値を測定した成績は，Ｔａｂｌｅｌに示した．

Fig.１はそれを図示したもので，免疫グロブリン値を

縦軸にとり，各免疫グロブリン毎にその値をプロットし

た．

本研究は昭和51年度文部省総合研究（Ａ）Ｎｏ．137023

の研究補助金を受けた．
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Means

SD
1,969.0
±５９７．３

２２２．８

±８８．０

１４４．２

±８３．６

４７８．８
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３３．３％ ４８．％

Standardvaliles800～1,800９０～450６０～280177.7±185.3＊

Notes↑：ｅｌｅｖａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｖａｌｕｅ

ＩＥＰ：Immunoelectrophoresis

＊：IgElevelofcontrol（normaladults）estimatedbytheauthors
SD：Standarddeviation

１９Ｇ値：被検血清21例の測定値は,平均値では1,969.0

±597.3ｍｇ/dlであった．１９Ｇ値の最高値は2,920ｍｇ/ｄｌ

で，２１例中13例（約62％）が正常値(800～1,800ｍｇ/dl）

を上まわる高値を示し，残りの８例は全て正常値の範囲

内にあった．

ＩｇＡ値：２１例中１９例（約90％）が正常値（90～450

ｍｇ/dl）の範囲内にあって，残りの２例が正常値よりも

低値を示し，平均値は222.8±88.0ｍｇ/ｄｌであった．

Ｊ9Ｍ値：２１例中17例（約81％）が正常値（60～280

ｍｇ/dl）の範囲内にあって，残りの４例のうち２例は

高値を示し他２例は低値を示したが，平均値としては

144.2±83.6ｍｇ/ｄｌであった．

ＩｇＥ値：平均値が478.8±762.6Ｕ/ｍｌであったが，当

教室でこれまでに測定した寄生虫非感染者35名の平均値

(177.7±185.3Ｕ/ｍｌ）よりもかなり高い値を示した．

500Ｕ/ｍ1以上のＩｇＥ値を示したものは21例中７例で，

この７例とも２虫以上の虫体を駆虫により排出したもの

である．この中で最高値（3,400Ｕ/ｍｌ）を示した例は，

駆虫で一度に14虫を排虫した症例（吉村ら，1975）であ

った．

２．沈降反応について

Ouchterlony法：広節裂頭条虫の全虫体抽出凍結乾燥

粉末抗原２ｍｇを0.032ｍlの蒸溜水に溶かしたものを抗

原孔に入れ，二重拡散によるゲル内沈降反応を試みた結

（５８）
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ondiphyllobothriasispatients・

果，２１例中７例（33.3％）に１本から３本までの沈降線

の出現を認めた．沈降線を確認したもののうちＮｏ．８

とNo.１２をＦｉｇ．２およびＦｉｇ．３に示した．即ちＮｏ．

８では３本，No.１２では１本の沈降線を確認した．

免疫電気泳動法：本法によって沈降線の出現が確認で

きたのはNo.８の１例（4.8％）のみでFig.４にその泳

動像を示したが，血清溝に近く長い１本の沈降線を確認

した．このNo.８の例はOuchterlony法により３本の

沈降線の出現を認めたものであった．なお，広節裂頭条

虫抗原による免疫家兎血清について，同抗原との間にみ

られる沈降線は，現在のところFigs､５，６に示した様

に13本を確認することができた．これら沈降線と上記感

染者血清にみられた沈降線との一致相関については，目

下検討中である．

考察

寄生虫感染者に対する免疫血清学的検討は，古くから

補体結合反応，沈降反応，血球凝集反応など種々な方法

により数多く報告されてきた．近年免疫グロブリンの研

究が進むにつれ，特に寄生虫疾患とＩｇＥ値との関係が，

宿主の免疫応答にかかわる研究として種々検討される

ようになった．先にふれたように，JohanssoneZaZ．

(1968）は，エチオピアの子供達の免疫グロブリン値が

、
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Figs、２，３Precipitinbandsprovedinthe

patientsbyOuchterlonytechnique、

Ｆｉｇ．４１ｍｍunoelectrophoreticpatternwith

D・ｍｍ７〃antigenonCaseNo、８．８，１９，

１２，１１：Ｐａｔｉｅｎｔｓｓｅｒａ

Ｄｌ：，．〃、"zantigen

スウェーデンの子供達のそれよりもかなり高く，ＩｇＧ値

では２倍，ＩｇＤ値では６倍，ＩｇＥ値での１７～20倍に達

し，これはエチオピアの子供達がスウェーデンの子供達

よりも，常に寄生虫の感染にさらされる機会が多い為で

はないかと説明した．

その後多くの研究者によって，ＩｇＥ値やその他の免疫

グロブリンと寄生虫感染との関係について，種々の検討

がなされ，Hogart-ScotteraJ．（1969)，Rosenberg

（５９）
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以上のものに正常値を越える高値が認められたが,IgM，

IgA値はほぼ正常値にとどまることが知られた．ＩｇＡ，

19Ｍ値についての，寄生虫感染症では必ずしも増加，

減少と一定しないとされており，本条虫症の場合さらに

多数の症例について検討する必要があると考えられる．

この様なＩｇＥ値を主とする免疫グロブリンの増加が，

腸管寄生の本条虫感染に，いかなる意義をもつかは明ら

かではないが，宿主の免疫応答として，他種蠕虫類感染

にみられた如く，高い値を示すことが明らかとなった．

広節裂頭条虫感染者血清のOuchterlony法による場

合，２１例中７例に沈降線の出現を認め，更に免疫電気泳

動法による場合１例のみ沈降線の出現を認めたが，この

場合必ずしも寄生虫体数との関連は認めがたかった．免

疫電気泳動法により確認できた１本の長い沈降線は，本

抗原による免疫家兎血清の免疫電気泳動像でみられた沈

降線13本のうちの１本とほぼ一致しているが，その特異

沈降線の確認のためには，近縁種のマンソン裂頭条虫を

はじめ，イヌ条虫，無鉤条虫，豆状条虫など各種条虫抗

原による吸収試験を行うことが必要であり，目下実験中

である．このような沈降反応を利用しての免疫診断が，

実用的意義があるかどうかは，今後の検討にまたねばな

らない．

ＩｇＥ値が比較的寄生数の多かった症例に高い傾向が認

められたにもかかわらず，沈降反応においては必ずし

も，それとの関連は認められなかった．このことは，本

条虫が感染後常に宿主の腸管内にのみ寄生していること

や，虫体の寄生期間，宿主の感受性など免疫応答の複雑

さに起因するものかもしれない．
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広節裂頭条虫感染者21名の血清について免疫グロブリ

ン値の測定を行い，あわせて沈降抗体の産生の有無を検

討し，次の結果を得た．

（１）広節裂頭条虫感染者21名の血清ＩｇＡ，１９Ｍ値は，

ほぼ正常値の範囲内の値を示したが，１９Ｇ値は21例中１３

例が正常値をこす値（1,969.0±597.3ｍｇ/dl）であった．

IgE値では平均値478.8±762.6Ｕ/ｍｌで，500Ｕ/ｍｌを

こすものは21例中７例，うち１例の3,400Ｕ/ｍｌを示し，

14虫を排出した人である．

（２）Ouchterlony法によって沈降線（１～３本）を認

めたものは21例中７例であったが，免疫電気泳動法によ

り沈降線を認めたしのは１例のみであり，寄生虫体数と

これら反応との間に一定の関係は認められなかった．

（６０）
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（３）広節裂頭条虫抗原による免疫家兎血清の免疫電気

泳動像では，沈降線が13本認められ，前述の患者血清に

よるそれとの対比がなされた．

（本研究に協力していただいたヘキストジャパンＫＫ

小関宗一氏，第一ラジオアイソトープ研究所目崎甲二C氏

に感謝の意を表します．なお，本研究の一部は昭和51年
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支部大会に発表した.）
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IMMUNOLOGICAL STUDIES ON DIPHYLLOBOTHRIASIS

I. IMMUNOGLOBULIN AND PRECIPITATION TESTS USING OUCHTERLONY

AND IMMUNOELECTROPHORESIS IN THE PATIENTS

Kaoru KONDO, Hiroyuki YOSHIMURA, Yoshihiro OHNISHI

Kazumi NISHIDA

(Department of Parasitology, School of Medicine, Kanazaiva University)

AND

Kiyoshi KAMIMURA

(Toyama Prefectural Institute for Hygiene)

The serum immunoglobulin levels of the proven 21 cases of diphyllobothriasis were

determined, using radioimmunoabsorbent for the serum IgE and radial diffusion techniques for

serum IgG, IgM and IgA.

As shown in Table 1 and Fig. 1, the serum IgE concentration of 7 out of 21 patients

showed the distinct elevation as 478.8+ 762.6 U/ml in average, which was significantly higher

than 177.7±185.3 U/ml of control. It was interest to know that IgE value of Case No. 6 suf

fering from 14 adult worms of D. latum was the highest as 3,400 U/ml. Whereas serum IgG

in 13 out of 21 cases raised as 1,969.0 + 597.3 mg/dl in average, IgA and IgM were within

the normal range. The precipitating bands to D. latum antigen were clearly demonstrated

by Ouchterlony in 7 out of 21 cases and the immunoelectrophoretic pattern was fairly revealed

as a single band in only one case of No. 8 as shown in Figures 2 and 4.

From the results of precipitation tests, it was found that there would be no relation

between the positive reactions in the precipitation and the worm burden parasitic in the human

body. The rabbit serum immunized with D. latum adult antigen was examined to confirm the

specific immunoelectrophoretic pattern. Thirteen bands were clearly demonstrated as shown

in Figures 5 and 6. A single band proved in a human case No. 8 and the pattern obtained in

the immunized rabbit serum were comparatively analyzed to see the specific band in the

diphyllobothriasis.
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